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１．中国北部の地理区分と自然環境

　本研究の主な対象地域は、中国北部であり、現在の中国東北部と華北・中国西北部東部（以下、華北と

記述する）をあわせた中国北半部のことを指すこととしたい。地理的には、淮河―秦嶺山脈を結んだ線（淮

河―秦嶺線）を南限とし、アムール河（黒龍江）（中露国境）、ゴビ砂漠（中蒙国境）を北限とする。また、東限

は、北半部がウスリー河（中露国境）や長白山ならびに図們江、鴨緑江（中朝国境）、南半部が渤海、黄海、

東シナ海の沿岸であり、西限は、六盤山・賀蘭山などの山系となっている。現在の行政区分でいえば、中国

東北部は、黒龍江省、吉林省、遼寧省、内蒙古自治区東部、また、華北は、河北省、北京市、天津市、山東

省、山西省、河南省、寧夏回族自治区、甘粛省、陝西省、内蒙古自治区西部が、それぞれ該当する（図１）。

　自然環境的には、中国北部は積算温度4500度の線で、その南の地域である中国南部と区分される。中

国北部自体は、東北区、華北区、内蒙古区に分けられ、積算温度3000度の線で、華北区と東北区・内蒙古

区が、また、東北区と内蒙古区は、張宝堃による乾燥指数（0.16×日平均気温10℃以上の安定期の積算温

度／日平均気温10℃以上の安定持続期の降水量、1.0以下が湿潤気候とされる）1.2の線で区分される。華

北と中国東北部の境界は、概ね長城（長城線）と重なる。そして、本来であれば、寒冷湿潤気候で針葉樹林

が発達する中国東北部の北部や、乾燥気候で草原地帯の内蒙古西部などを除くと、華北から中国東北部

の西部にかけては、比較的乾燥した暖温帯から温帯環境下で落葉広葉樹林と森林草原が、また、中国東

北部の東部では湿潤温帯下で針葉・落葉広葉混交林が、それぞれ広がるとされる（620）。ただし、現在の中

国では、長きにわたる人間の活動の結果、原生の植生はほとんど残されていない。

　後期更新世、温暖期の植生は、現在のものに近かったとみられる。一方、氷期には、中国北部では寒冷乾

燥化が進む。例えば、最終氷期極寒期（LGM）には、現在は中国東北部の北部、概ね北緯五〇度以北の

ホロンバイル高原―大興安嶺山脈北半部―小興安嶺山脈西半部にみられる永久凍土が、沿海部を除く中

国東北部全域から華北の燕山山脈―太行山脈北半部―呂梁山脈北半部―オルドス高原南縁部を結ん

だ線まで南下する（図２）（530）。その結果、華北から中国東北部の南部では森林草原・草原、中国東北部の

東部では針葉樹林、中国東北部の西部から内蒙古東半部でステップや砂漠、中国東北部の北部では乾燥

した周氷期環境下での荒野が、それぞれ広がった（図３）。

　これに合わせて、中国北部では、サイゴハイエナ（Crocuta ultima）、アジアノロバ（Equus hemionus）、モウ

コノウマ（Equus przewalskii）、アカシカ（Cervus canadensis）、オーロックス（Bos primigenius）、プルジェワル

スキーガゼル（Procapra przewalskii）、ケサイ（Coelodonta antiquitatis）などの黄土動物群が繁栄するとと

もに、中国東北部にはマンモス（Mammuthusprimigenius, M. sungari）、ケサイ、バイソン（Bison priscus）、

図1　中国北部の地理区分（二宮書店 新デジタル地図帳Ninomapをもとに作成,二宮書店転載許可済）

ヘラジカ（Alces alces）などの

マンモス動物群が南下した

（図４）。

　そして、現在の中国北部

は、生物地理区的には、長江

から淮河―秦嶺線の間を東

洋区に属する中国南部との

過渡的地帯としながら、旧北

区に区分されている （621）。
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マンモスに代表される北方の動物群の南下を顕著に確認できる。図２　現在（暖色部）とLGM（寒色部）の永久凍土帯 （文献530 Fig.1）
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図３　LGMにおける中国北部の植生（文献613　図5.12）
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２．中国北部の細石刃石器群

２-１．中国東北部の細石刃石器群

表１　中国東北部の細石刃石器群一覧表

　68地点78石器群の細石刃石器群が確認されている（2023年12月1日現在、表１，図５）。

図５　中国東北部の細石刃遺跡分布図（図中の番号は、表１の遺跡No.と同じ）

中国東北部遺跡分布図

中国東北部東部拡大図

類型Ⅰ
類型Ⅱ
類型Ⅲ
類型Ⅳ
類型Ⅹ

凡例

Ⅰ類
Ⅱ類
Ⅲ類
Ⅳ類
Ⅹ類

凡例

石器群類型については、21頁参照。

Google Earth  Data SIO, NOAA, U.S.Navy, NGA, GEBCO  Image Landsat / Copernicus  Data LDEO-Columbia, NSF, NOAA

Google Earth  Data SIO, NOAA, U.S.Navy, NGA, GEBCO  Image Landsat / Copernicus
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２-２．華北の細石刃石器群

表２‐１　華北の細石刃石器群一覧表（１）

表２‐2　華北の細石刃石器群一覧表（2）　121地点163石器群の細石刃石器群が確認されている（2023年12月1日現在、表２、図６）。

第１章　中国北部の細石刃石器群

石器群類型については、21頁参照。 石器群類型については、21頁参照。
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表２‐３　華北の細石刃石器群一覧表（３） 表２‐4 華北の細石刃石器群一覧表（4）

図6-１　華北の細石刃遺跡分布図（図中の番号は、表２の遺跡No.と同じ）
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図6-2　
柿子灘遺跡群拡大図

図6-3　
泥河湾盆地拡大図

図6-4　
馬陵山遺跡群拡大図
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第２章　中国北部における細石刃石器群の展開

２．対象石器群の提示

１．中国細石刃調査研究史　―2013-2023年―

　本論考は、これまでおこなわれてきた中国北部（中国東北部、華北）の細石刃石器群とそれに関連する

調査研究の成果をもとに、当該地域の細石刃石器群の展開を述べるとともに、派生する問題について、私

見を示すものである。

　この際、細石刃石器群がみられる細石刃期を初期（ca.28-25 calka）、前期（ca.25-18 calka）、後期

（ca.18 calka-）に分けて記述する。なお、筆者の区分では、初期・前期は、中国北部の後期旧石器時代中

葉（MUP）、後期は、後期旧石器時代後葉（LUP）にそれぞれ対応する。

　この10年、中国東北部、華北北部の泥河湾盆地、山西省南部の下川遺跡群、柿子灘遺跡群などで、数

多くの細石刃石器群の調査が行われるとともに、それらの石器群の分析が進んだ。また、そうした成果をま

とめた、細石刃遺跡の発掘調査報告書も刊行された（423・424）。その結果、現在（2023年12月１日）のところ、

管見によれば、中国北部においては、中国東北部で68地点78石器群、華北で121地点163石器群、合計

188地点241石器群が把握されるに至っている。また、近年では、年代測定（197・408・489など）も進んできてお

り、61地点で年代測定が実施された結果、細石刃石器群の基本的な動向が判明しつつある（562・564）。

　このような調査研究の進展を受け、地域的な編年研究(177・183・218など)とともに、中国北部の細石刃

石器群の出現と拡散、在地化などの事象を環境変化や人類集団の移動などと関連付けた総合的な研究

が発表されている（318・516・520・521など）。それとともに、従来からおこなわれてきた細石刃技術の技術論的研

究に加え、使用痕研究（96・305など）、黒曜石の産地同定分析を含む使用石材研究（206・463・514など）、実験考

古学的研究（271・404など）などもおこなわれており、多岐にわたる細石刃石器群研究が展開されるようになっ

てきた。

２-１. 対象となる石器群
　本論考では、中国北部で理化学的な年代測定ならびに文化層のレス・古土壌堆積サイクルへの適用で、

年代値が示されている、以下の細石刃石器群を対象とする（表３・図７）。また、必要に応じ、年代値をもたな

い石器群についても言及する。

中国東北部

黒龍江流域

三江平原

黒龍江中部山地・小興安嶺　

長白山区

黒龍江省 十八站 

黒龍江省 小南山1期

黒龍江省 桃山3層・4層，樺陽2層・3層，小龍頭山，大龍頭山

吉林省 和龍大洞3層・4層・ 5層, 楓林東区, 西区, 新興第1地点 

Google Earth  Image ＠2023 CNES / Airbus  Image @2023 Maxar Technologies

Google Earth  Image ＠2023 CNES / Airbus  Image @2023 Maxar Technologies

Google Earth  Image ＠2023 CNES / Airbus  Image Landsat / Copernicus  Image @2023 Maxar Technologies
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